
嬢続個斯に豚、油灘れが無いように藪ず

シール墨一プ(又 はシ・一ル烈)毯 使用しでく彪惑い。

シ ー ル ラ ・一プ の 巻 ・き方
図のように矢印方向(時 計巻き)

に、3～4回 巻 きっけて ください。

緩 まない様にきつ く巻いて ください。

※ シールテープ等は別途お買い求めください。

(図1)
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図はボールバルブ仕様です。
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H↑-100型 部材表

品 名 数量 備 考

缶 体 1

脚 4

横 桟 2

給油ロキャップ 1 缶体に付属

油量計 1 缶体に付属
,

六角ボルト 4 凹8×55(缶 体取付け用)

六角ナット 4 M8

丸 ワ ッシヤー 8

六角ボル トワッシャー付

圃

4

M8
… 一}一 騨9

岡6×15

六角ナット 4 M6

水抜きバルブ 1 3/8
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両テーバーニッブル1 R3/8xR3/8
9

ストレ+11 3/8((rL50しV)

.,灘'鵜 蓑灘

異径ニツブル 1 R3/8×R112

Vま たはVBバ ルブ 1 RC1!2×剛2

ホ ースニッブル 1 R1!2× 外径 φ20

ホ ースバンド 1 φ24

耐 油ビニールホース 1 50cm

846

完成図
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取 扱 言兇日リヨ書

このたびは、ホクエイホームタンクをお買い上げいただき誠にありがとうございます。ご使用になる前にこの取扱説明書を

必ずお読みのうえ、正 しくご使用ください。なお、この取扱説明書は、必ず保管 してください。

ここに示 した注意事項は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や損害を未然に

防止するためのものです。安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

△ 警 告 の 意 味 娯っ欄 をすると・死亡または鰍 たt煙大㈱ 損害を負う可能性が想定され柵 を示して・嚇

'△
△ 注 意 の 意 味 誤った取附 ると・人が脳 負う可能性や物的損害の発生棚 定される内容を示してし嚇
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・火災の恐れがありますのでガソリンなと揮発性の高い

油は絶対に給油にないでください,,

・火災の恐れがありますので、花火や炎を発する機器、

高温物体など引火する恐れのあるものは絶対に近づけ

ないでください。

・発火、転倒、油漏れの恐れがありますので、絶対に分

解または改造はしないでください,,

蚕ll葦 攣き1耀灘籔
設 置 に 関 す る 注 意
・設置にあたっては各地の火災予防条例に従ってください

。

※200リ ットル未満のクンクの設置は消防署への届出は必要ありませんが、タンクを複数設置する場合は容量が合算され届出が必要となる場合がありますので、

事前に最寄りの消防暑にご確認ください。
・ブロック 地面直接などに設置すると、転倒し火災につながる恐れがあります。脚部の固定は、水平で丈夫なコンクリート基礎にアンカーボルトで正しく固定

してください。
・落雪の恐れのある場所へは設置しないでください。

・而ダレがかかる軒下等を避けて設置をしてください。タンク内面に結露が発生し、タンク内の水たまりの原因になります。

組 み 立 て に 関 す る 注 意
・組み立て時には安全の為手袋などを着用してくだい

.
・油が漏れるので、ストレーナー バルブ 部品接続個所には必ずシールテーブ又はシール剤などを使用してから楴め付けてください。(図1参 照)

※シールデープ等は別途お買い求めください、,
・屋外配管は鋼製または金属製をご使用してください。,

送油配管は、地震なとによりタンクとの結合部分に損傷を与えないように接続してください。可とう管継手の使用、またはループ配管を行ってください,,

使用する部品は、指定のものを使用してください,,規格品以外のものを使用すると、故障 ・破損 ・油漏れなどにつながる恐れがあります。

給 油上 の注意
給油の際は、近くにある燃焼機器などを消火してから行ってください。

貯蔵油は、JIS1号 灯油ですv

油量計の 『満』以上は給油しないでください,,油の膨張によりあふれ出る恐れがあります。
・油量計が 『0』になる前に給油してくださいt,配管パイブなどに空気がたまり燃焼機器に送油されない恐れがあります。

給油ロキャップを確実に締めてください,,タンク内に而水などが入る恐れがあります,,
・油量計の目盛りが見えにくくなった時は、新たに交換してください。

ご使用 上の注意
・バルブや送油管などに緩み、油漏れがないか確認してください,,漏れた油により土の汚染、アスファルト舗装の損傷または

火災にっながる恐れがあります。
・タンク脚部のボルトのゆるみがないか、確認してください。ボルトのゆるみによる転倒の恐れがあります。
・給油ロキャッツプの空気穴を塞いだり、異物、積雪などで詰まらせたりしないでください。詰まるとタンク内が負圧になり燃暁機器の失火につながる恐れがあります。
一年に数回以上、もしくはストレーナーカップ・タンク内に水がたまっだ胎 は、必ず水抜きをしてください,,排水をしないと燃焼機器に損傷を与える事があります,,
・ストレーナーのフィルターが、極端に汚れている場合は、交換してください,,燃焼機器に安定した送油が出来なくなる恐れがあります、,
・ストレーナーの透明カップは気象条件 衝撃などでヒビ割れた場合は、早急に交換をしてください1,漏れた油により土の汚染、アスファルト舗装の損傷または

火災にっながる恐れがあります,,
・タンク内にゴミやサビなどが極端に蓄積し、水抜きバルブの穴が詰まった時には、タンク内を洗浄、もしくは缶体を交換してください。

タンクに物を乗せたり、乗らないでください1,タンクの転倒、転落の危険があります。

危険なので、タンクの周囲には物を置かないでください,,

タンクの移設は、必ず内容油を全て抜いてから行ってください,,
・配管バイプに傷を付ける行為は、しないでください。油漏れの原因となります1,

注意書きシールの文字などが見えにくくなった時は、新たにシールを交換してください,,

長期間のご使用もしくは、設置状況によって、製品に著しい腐食を生じてきた場合は、販売店へご相談してください。

古くなったタンクを廃棄する場合は、タンクの油を完全に抜き取ってから行ってくださいt,油を抜き取っても、溶断などをしないでください、,内部に残った油が気化して

爆発する危険性があります。廃棄については販売店、又は専門業者にご相談ください,,


